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切れた状態を想定した 1モデルとして、開 30cm村山の問 jzB 
の鋼材と接しているコンクリート要素の弾性係数を 1kgf/cm2に低
下させた場合についても検討を行っている。以後、完全に付着している状態を
C出 e-1、部分的に付着が切れている状態を C田 e-2とする。衝撃荷重は、図-2
に示すステップ荷重を、コンクリート部に歪が集中するのを防ぐために、棒の上
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図-5 せん断応カ ( C出 e-2) 
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